
R5事務事業・組織対応表（R4実施事業）

施策名【消防・救急】

2.消防・救急 (1) 広域消防・救急体
制の強化 6121-1 1 常備消防事業 危機管理課 消防団係 簡易

(2) 地域消防体制の充
実 6122-1 2 非常備消防事業 危機管理課 消防団係 簡易

6122-2 3 消防施設整備事業 危機管理課 消防団係 簡易

(3) 市民・民間の防火体
制の充実

6121-1で実施

事
業
数

事務事業 課 係
管理
方法

備考章 節 施策 主要施策
事務
事業
コード

6.暮らしを
守る安心と
安全のまち
づくり



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

事業費

コ
ス
ト

財源
内訳

739,859 736,470

財源合計

680

3,298 3,331

736,895 733,172 772,380

2,964

739,859 736,470 775,711

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

775,711

0

0.10 人 685 0.10 人 685

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

685 685

0.10 人 680

0 時間

739,179 735,785 775,026

時間 0

総合計画上の
位置付け

章 6.暮らしを守る安心と安全のまちづくり

節 -

施策 2.消防・救急

17

事業の性質 義務的自治事務（定型）

実施方法

法定根拠
管理方法 簡易

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

常備消防（佐久広域連合消防本部及び佐久消防署等の運営に関する事業）により、市民の安心・安全
が守られている。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・佐久市内を管轄している常備消防（消防本部、佐久・北部・川西消防署）を広域で運営するための負担
金の支出を行う。

・１１市町村により構成される佐久広域連合は、基準財政需要額割・消防署職員割・消防署車両割の比
率により負担金が算出される。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 3 年度令和 令和 4 年度 令和 年度5

令和 5 （評価対象　令和 4

事業名 常備消防事業 事務事業コード 6121-1

担　当 総務 部 危機管理 課 消防団 係 事業開始年度 平成

年度

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

事業費

コ
ス
ト

財源
内訳

139,879 195,745

財源合計

6,460

69,226 39,718

110,105 126,519 157,331

29,774

139,879 195,745 197,049

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

197,049

0

0.95 人 6,508 0.95 人 6,508

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

6,508 6,508

0.95 人 6,460

0 時間

133,419 189,237 190,541

時間 0

総合計画上の
位置付け

章 6.暮らしを守る安心と安全のまちづくり

節 -

施策 2.消防・救急

17

事業の性質 義務的自治事務（定型）

実施方法

法定根拠
管理方法 簡易

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

非常備消防である消防団員について、地域等における消防団活動の理解や団員が活動しやすい環境
づくりを進めることにより地域防災力が維持されている。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・消防署等からの出動要請により、火災・風水害・捜索等に従事する消防団員の報酬及び費用弁償、公
務災害補償、退職報償金等による事務事業を行う。

・消防団の活動及事業に伴う連絡調整を行い、これらに係る経費の予算化並びに支出を行う。

・消防団員が勤務する事業所等からの申請により、消防団協力・応援事業所の認定事務を行う。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 3 年度令和 令和 4 年度 令和 年度5

令和 5 （評価対象　令和 4

事業名 非常備消防事業 事務事業コード 6122-1

担　当 総務 部 危機管理 課 消防 係 事業開始年度 平成

年度

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他



事務事業評価シート 年度実施事業）

年度

（ ）

1．事業概要 「Plan（計画）」

2．実施結果 「Do（実施）」

事業費

コ
ス
ト

財源
内訳

152,249 204,231

財源合計

13,260

130,508 207,780

68,649 73,723 89,307

83,600

152,249 204,231 297,087

特定財源（国・県支出金等）

一般財源

297,087

0

1.95 人 13,358 1.95 人 13,358

0 時間 0 0

常勤職員

非常勤職員等

人件費合計

総事業費

人
件
費

13,358 13,358

1.95 人 13,260

0 時間

138,989 190,873 283,729

時間 0

総合計画上の
位置付け

章 6.暮らしを守る安心と安全のまちづくり

節 -

施策 2.消防・救急

17

事業の性質 義務的自治事務（定型）

実施方法

法定根拠
管理方法 簡易

単位（千円）

目的・成果

※わかりやすく簡潔に記載すること

消防団車両並びに施設等の維持管理を行い、災害活動・予防活動等の出動に支障をきたさないよう配
備する。
市民の安心・安全を守るため、消防施設等の充実を図る。

事業内容
（手段・方法など）

※活動内容や提供するサービスについて簡潔に記載すること

・消防団の機械器具（小型動力ポンプ付軽積載車、小型動力ポンプ、ポンプ車等）を維持管理する。

・消防団の施設（詰所、器具置場等）を維持管理する。

・消防活動に支障をきたさないよう、消火栓の維持管理及び設置等を行う。

・各区で購入する小型動力ポンプ及び積載車について、配備計画に基づき更新する。

・詰所、器具置場、ポンプ、車両等について、区及び消防団からの要請により修繕・整備を行う。

※事業実施年度までは決算、実施年度の翌年度は予算 3 年度令和 令和 4 年度 令和 年度5

令和 5 （評価対象　令和 4

事業名 消防施設整備事業 事務事業コード 6122-2

担　当 総務 部 危機管理 課 消防団 係 事業開始年度 平成

年度

市が直接実施 委託または指定管理 補助金・負担金 その他


